
供給 製造JAグループ

近年、隔年結果がひどい

生理障害果の発生が多い

春先の土づくりは高品質多収穫みかんづくりで一番大事な作業春先の土づくりは高品質多収穫みかんづくりで一番大事な作業春先の土づくりは高品質多収穫みかんづくりで一番大事な作業春先の土づくりは高品質多収穫みかんづくりで一番大事な作業

養水分を吸収する細根の充実と根域層の拡大が品質アップと連年結果のかなめ！

それ、根群の浅根化と細根量

の減少が要因かも？

アルカリ分

ストロングバランスは、アルカリ資材、

石灰・苦土肥料、微量要素資材を

１資材でカバー、併せて物理性の

改善も期待できます！

★土壌pHを改善・維持します。

★生育に必要なカルシウム、マグネシウム、

ホウ素、マンガン、鉄、銅、亜鉛、イオウを

バランス良く底上げします。

★ストロングバランスに含まれる硫酸カルシウム

は水に溶け土壌の下層まで移行し、根張りの

充実と根域層を広げます。また、土壌コロイド

とカルシウムが結合し、土壌の膨軟(ホクホク)

化を高めます。

細根の充実と根域層の拡大

に向けた土づくり(土壌改善）

★土壌化学性の改善

（アルカリ資材、石灰・苦土肥料、微量要素資材等の施肥）

土壌pHの改善

適正な土壌養分の供給とその養分間のバランスの確保

★土壌物理性の改善

（中耕・深耕の実施、堆肥・有機物等の投入）

根圏の拡大及び根の生理機能の増進

土壌とくに下層土の孔隙量の増大と水分、酸素の供給保持

（堆肥・有機物等の投入）

有用な土壌小動物、微生物の活動助長

期待される効果（土壌の化学性と物理性の改善）

アミノ酸・タンパク質

の構成に必須
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カルシウムの形態と下層への移動

（Liu and Hue 2001）

成分内容（％）
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図 粒状肥料の酸度矯正効果土

（供試土壌；緩衝作用の強い淡色黒ボク土）
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ストロングバランスの酸度矯正

ストロングバランスの原料に使用している

硫酸カルシウムの下層への移行
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図 石灰系肥料の添加による土壌中

水溶性カルシウム含量の変化

（供試土壌：淡色黒ボク土）
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ストロングバランスの水溶能力
ストロングバランスの根張りの効果

トマトでの試験

苦土石灰と

同等の能力です

根から吸収されるカルシウムは、

水に溶けたカルシウムです

下層まで根張りを良く

します

目安の施肥量：年間100㎏/10a

２～３月 60kg/10a

８～９月 40㎏/10a

土壌pHの改善と維持のため、年2回の分施がお勧めです

下層土までしっかり

改良します

※この肥料の利用方法に不明な点がありましたら最寄りのＪＡにご相談下さい。


